


























































































































































に伽藍が築かれる場合がある。 などは， 同じインダス川東岸に位置する夕しかし， キシラで同
種のものが出土していることが注意される。を山に囲まれた立地条件でありながら平地に造立され 今後，土
ストゥーており， 周辺では同時代の住居趾と思われる建造物の 器を含めた遺物の比較検討，寺院の伽藍配眉や
遺構が発見されている。 この立地条件にも注意を払っ パの構造などについてさらに詳細な調査を行ない ざ
らには同地区内で調査区域を拡大することによって．ておく必要があるだろう。
アライ川流域における文化の地域的な特質を把握する
とともに， 周辺地域すなわちタキシラなど南部の地区この仏教遺跡と隣接する地区では，ダイアパー積の石
造建造物の遺構が発見されている。また，この地区内
からは，大量の土器をはじめ，コイン，装身具などを
含む青銅，鉄，ガラス，玉，石，象牙製品が出土して
やインダス川対岸のスワートなどとの比較研究を行な
うことにより，インダス川をはさむいわゆる広義のガ
ンダーラ文化圏の中でのこの地域の位置付けに関して，
(地元住民によって農作業中に発見されたもの)。 新たな知見が得られるのではないかと思われる。いる
パキスタン北西辺境州ノ Iザーラ地方の仏教時代遺跡踏査 1m
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